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て
進
め
る
、
鉄
道
高
架
化
に

よ
る
沼
津
駅
周
辺
整
備
事

業
は
、
駅
に
隣
接
す
る
貨
物

駅
を
原
地
区
に
移
転
し
な

い
と
事
業
が
進
ま
な
い
状

況
に
あ
る
。
し
か
し
、
移
転

先
は
３
割
も
の
土
地
が
未

買
収
の
ま
ま
、
地
権
者
は
絶

対
に
売
ら
な
い
と
反
対
し

て
い
る
。 

 

前
市
長
の
後
を
引
継
い

だ
栗
原
市
長
は
、
買
収
が
進

ま
な
い
の
に
業
を
煮
や
し
、

土
地
の
強
制
収
用
を
強
引

に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。 

去
る
６
月
５
日
、
市
は
原

地
区
の
貨
物
駅
移
転
先
予
定 

主
張 

現
在
、
静
岡

県
と
沼
津
市
が

事
業
主
体
と
し 

地
に
、
土
地
収
用
法
３
５
条

に
基
づ
き
、
地
権
者
に
対
し

土
地
収
用
に
向
け
た
掲
示

板
１
０
枚
を
打
ち
立
て
た
。 

 

県
や
市
は
、
沼
津
駅
周
辺

総
合
整
備
事
業
を
、
県
東
部

の
中
核
市
を
目
指
す
拠
点

に
な
る
と
位
置
づ
け
進
め
て 

    

い
る
。
近
隣
市
町
の
合
併
に

向
け
た
動
き
も
破
綻
し
て

い
る
の
に
、
沼
津
市
は
勝
手

な
構
想
を
描
き
、
県
を
事
業

主
体
と
し
て
、
１
８
０
０
億

円
と
い
う
巨
大
な
公
共
事

業
を
、
本
当
に
理
に
か
な
っ

た
こ
と
か
検
証
も
無
い
ま

 

今
回
の
知
事
選
は
、
石
川
県
政
後
の
流
れ
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
よ
り
も
、
中
央
政
界
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
「
政
権
選
択
の
前
哨
戦
」
的
位
置
づ
け
が
、
民
主
党
系
の
川
勝
候
補
を
押
し
上
げ
た
も
の
と
い
え
る
。

多
く
の
県
民
は
川
勝
氏
が
ど
ん
な
人
物
で
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
よ
く
は
分
か
ら
な
い
ま
ま
、中
央

政
界
で
の
自
民
対
民
主
の
対
決
構
造
の
中
で
、
政
権
交
代
を
望
む
多
く
の
県
民
が
川
勝
氏
を
選
ん
だ
。
川
勝

新
知
事
が
ど
の
よ
う
な
県
政
の
舵
取
り
を
行
な
う
の
か
、こ
れ
ま
で
の
無
駄
な
公
共
事
業
の
流
れ
を
止
め
る

の
か
、
行
政
手
腕
や
自
公
多
数
の
議
会
運
営
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
県
政
運
営
に
未
知
数
は
多
い
。 

ま
、
強
引
に
推
し
進
め
、
こ

れ
で
は
、
今
ま
で
の
石
川
県

政
に
於
け
る
数
々
の
無
駄

な
公
共
事
業
の
二
の
舞
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

現
在
の
財
政
状
況
、
交
通

量
の
推
移
、
人
口
減
少
等
を

考
え
れ
ば
、
費
用
は
４
分
の 

    

１
で
、
し
か
も
、
短
期
間
で

工
事
が
可
能
な
橋
上
駅
と

い
う
選
択
肢
も
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
ら
は
殆
ど
考
慮
に

も
入
れ
な
か
っ
た
。 

昨
年
１
０
月
２
６
日
の
沼
津

市
長
選
で
は
、
有
権
者
数
一

七
〇
五
六
二
人
の
う
ち
４ 

 

川勝新知事で静岡県政は変わるのか？ 
  ～「政権選択の前哨戦」論が川勝候補を押し上げた～ 

      

て
い
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
ほ
ん
の

十
数
年
前
ま
で
は
、
一
億
総
中
流
と

言
う
言
葉
が
は
や
り
、
国
民
の
多
く

が
豊
さ
を
実
感
し
、「
飽
食
の
時
代
」

と
さ
え
言
わ
れ
て
い
た
。 

▼
何
時
か
ら
こ
ん
な
貧
困
の
時

代
に
な
っ
た
の
か
、
雇
用
保
険

や
社
会
保
険
、
生
活
保
護
が
ほ

こ
ろ
び
始
め
、一
度
つ
ま
ず
き
、

滑
り
始
め
る
と
、
ど
ん
底
ま
で

滑
り
落
ち
て
し
ま
う
す
べ
り
台

社
会
。
90
年
代
以
降
、
正
規

か
ら
非
正
規
へ
の
雇
用
形
態
が

急
速
に
進
ん
だ
背
景
に
原
因
が

あ
る
と
い
う
。 

▼
一
時
、
「
自
己
責
任
」
と
い

う
言
葉
が
は
や
っ
た
。
「
自
分

の
努
力
が
足
ら
な
い
か
ら
」
と

い
う
考
え
に
著
者
は
反
論
す

る
。
決
し
て
「
自
己
責
任
」
で

は
片
付
け
ら
れ
な
い
、
日
本
社

会
の
構
造
的
欠
陥
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。
「
聖
域
な
き

構
造
改
革
」
が
席
巻
し
、
そ
の

陰
の
部
分
で
貧
困
問
題
が
深
刻

化
し
た
。 

▼
06
年
５
月
、
北
九
州
市
の

56
歳
の
男
性
は
生
活
保
護
を

申
し
出
た
が
受
け
ら
れ
ず
餓

死
。
同
年
２
月
、
京
都
の
54
歳

男
性
は
介
護
す
る

86
歳
の
母

親
を
殺
害
、
本
人
は
自
殺
未
遂

で
一
命
を
取
り
留
め
た
。
失
業

給
付
も
打
ち
切
ら
れ
、
生
活
保

護
を
求
め
た
が
断
ら
れ
た
末
の

犯
行
だ
っ
た
。 

▼
貧
困
は
世
代
間
連
鎖
す
る
と

い
う
、
そ
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

為
に
は
社
会
的
支
援
や
ど
ん
底

に
滑
り
落
ち
な
い
引
っ
か
か
り

〝
溜
め
〟
が
必
要
だ
と
言
う
。

〝
溜
め
〟
と
は
助
け
合
い
や
相

互
扶
助
で
あ
り
、
社
会
連
帯
で

あ
る
。
そ
う
い
う
力
が
「
反
貧

困
」
へ
と
立
ち
向
か
う
力
に
な

る
。
そ
う
し
た
力
の
再
構
築
を

著
者
は
訴
え
て
い
る
。 

 

▼
岩
波
新
書
、
湯
浅
誠
著

「
反
貧
困
」
を
読
ん
だ
。

そ
こ
に
は
、
母
子
家
庭
や

派
遣
切
り
労
働
者
達
、
貧

困
社
会
の
赤
裸
々
な
実
情

が
何
例
も
取
り
上
げ
ら
れ 
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し
」
で
し
か
な
か
っ
た
と
地

元
住
民
は
言
っ
て
い
る
。 

栗
原
市
長
は
６
月
２
４

日
、
静
岡
新
聞
夕
刊
、
「
窓

辺
」
の
欄
で
「
行
政
的
に
残

さ
れ
た
道
は
強
制
収
用
し

か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
も
述
べ
、
公
共
性
と
い
う

錦
の
御
旗
を
打
ち
た
て
、
土

地
の
強
制
収
用
に
向
け
た

動
き
を
強
め
て
い
る
。 

地
元
反
対
住
民
は
、
こ
の

よ
う
な
市
側
の
動
き
に
警

戒
を
強
め
な
が
ら
、
強
制
収

用
阻
止
に
向
け
た
動
き
と

し
て
、
７
月
２
０
日
、
午
前

10
時
、沼
津
中
央
公
園
に
お

い
て
大
規
模
な
反
対
集
会

と
デ
モ
を
計
画
し
て
い
る
。 

〈
編
集
人
〉 

７
・
４
０
％
の
八
〇
七
八
四

人
が
投
票
に
行
き
、
栗
原
氏

に
投
票
し
た
の
は
、
二
三
九

八
三
人
。 

有
権
者
の
１
４

％
に
し
か
満
た
な
い
得
票

で
、
沼
津
市
民
が
鉄
道
高
架

事
業
に
賛
同
し
て
い
る
と

い
う
論
法
は
ど
う
見
て
も

成
り
立
た
な
い
。
そ
れ
に
対

し
て
、
予
定
地
の
３
０
％
が

未
買
収
地
で
あ
る
こ
と
の

意
味
は
大
き
い
。
本
当
に
こ

ん
な
状
態
で
土
地
の
強
制
収

用
が
可
能
な
の
か
。
栗
原
市

長
は
、
地
元
に
お
い
て
直
接

対
話
集
会
を
呼
び
か
け
、
「

住
民
と
の
話
合
い
で
解
決
し

よ
う
と
努
め
て
き
た
」
と
言

う
が
、
実
際
に
は
話
合
い
で

は
な
く
、
「
市
側
の
ご
り
押 
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投
票
率
は
６
１
・
０
５
％
で
、 

前
回
４
４
・
４
９
％
を
１
６
・

５
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
有
権

者
の
関
心
も
高
か
っ
た
。 

◇
確
定
得
票
数
◇ 

当 

７
２
８
，
７
０
６ 

 

川
勝 

平
太
＝
無
新 

［
民
］［
社
］［
国
］ 

 
 

７
１
３
，
６
５
４ 

 

坂
本
由
紀
子
＝
無
新 

［
自
］［
公
］ 

 
 

３
３
２
，
９
５
２ 

 

海
野  

徹
＝
無
新 

 
 
 

６
５
，
６
６
９ 

 

平
野 

定
義
＝
共
新 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

◎
最
終
日
の
２
３
日
、
、
前
議

長
・
副
議
長
の
辞
任
に
よ
り
議

長
・
副
議
長
選
が
行
な
わ
れ
、

新
し
い
議
長
と
し
て
足
立
馨
氏

（
緑
水
会
）、副
議
長
と
し
て
石

渡
光
一
氏
（
新
未
来
21
）
が

選
出
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
志
賀

氏
の
監
査
委
員
辞
職
も
あ
り
、

新
た
に 

細
井
氏
（
緑
水
会
）
が

議
員
選
出
の
三
島
市
監
査
委
員

に
選
任
さ
れ
た
。 

６
月
議
会
の
初
日
、
主
な
議
案

は
以
下
の
通
り
、 

◎
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を

実
施
。
こ
れ
は
県
内
の
全
市

議
会
か
ら
３
名
の
連
合
議
会

議
員
を
選
出
も
の
。 

緊
急
決
議
と
し
て
、 

◎
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す

る
緊
急
決
議
（
全
員
賛
成
） 

◎
平
成
２
１
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
、  

 
 

可
決 

 
 

〈
主
な
歳
入
〉 

国
の
第
１
次
補
正
予
算
に
よ

る
地
域
活
性
化
・
経
済
対
策
臨

時
交
付
金
、
県
支
出
金
の
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業

補
助
金
お
よ
び
緊
急
雇
用
創
出

事
業
補
助
金
の
追
加
等
。 

 
 

〈 

主
な
歳
出
〉 

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、 

17
事
業
、
雇
用
人
数
36
人 

 
 
 
 
 

５
２
６
２
万
円 

・
ふ
る
さ
と
雇
用
創
出
事
業 

３
事
業
、
雇
用
人
数
16
人 

 
 
 
 
 

４
９
７
７
万
円 

・
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
事
業 

 

33
事
業 

３
億
６
千
２
百
万
円 

・
そ
の
他
経
済
危
機
関
連
経
費 

 

課
題
は
、
２
兆
３
千
億
円
も

の
借
金
、
箱
物
公
共
事
業
へ
の

投
資
を
続
け
る
の
か
、
静
岡
空

港
の
搭
乗
率
補
償
や
箱
物
施
設

へ
の
運
営
費
支
出
な
ど
。
一
方

で
県
民
生
活
に
直
結
す
る
福
祉

や
医
療
は
ど
う
な
る
の
か
、
政

党
や
支
援
団
体
と
の
し
が
ら
み

も
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
新

知
事
は
誕
生
し
た
が
県
政
に
対

す
る
姿
勢
は
未
知
数
だ
。 

川
勝
氏
は
民
主
、
社
民
、
国

民
新
推
薦
。
前
参
院
議
員
の
坂

本
氏
（
自
民
、
公
明
推
薦
）
や

海
野
氏
、
平
野
氏
等
３
新
人
を

破
り
、
初
当
選
し
た
。 

今
選
挙
は
４
期
１
６
年
、
県

政
を
担
っ
た
石
川
前
知
事
の
後

任
を
選
ぶ
選
挙
で
、
与
野
党
対

決
の
構
図
と
な
っ
た
た
め
、
迫

る
衆
院
選
を
前
に
、
各
党
は
支

援
組
織
を
固
め
、
党
幹
部
や
知

名
度
の
高
い
国
会
議
員
ら
を

続
々
と
応
援
に
投
入
し
た
。 

川
勝
氏
は
、
選
挙
戦
に
出 

 

３
事
業 

 

女
性
特
有
ガ
ン
対
策
費
推
進

事
業 

 

理
科
教
育
設
備
整
備
費 

 
 

小
・
中
学
校
テ
レ
ビ
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
事
業 

 
 
 
 
 

２
３
０
５
万
円 

◎
６
件
の
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て  

可
決 

・
北
小
体
育
館
・
北
幼
稚
園
建  

 
 
 
 

設
（
平
井
工
業
） 

 
 
 

５
億
９
３
２
５
万
円 

 
 
 
 

落
札
率
75
・
48
％ 

・
西
小
耐
震
補
強
（
角
丸
建
設
） 

 
 
 

３
億
９
２
３
万
円 

 
 
 
 

落
札
率
84
・
29
％ 

・
向
山
小
耐
震
補
強（
大
場
建
設
） 

 
 
 

３
億
５
９
７
万
円 

落
札
率
86
・
99
％ 

・
沢
地
小
耐
震
補
強（
小
野
建
設
） 

２
億
１
４
２
０
万
円 

落
札
率
82
・
76
％ 

・
山
田
小
耐
震
補
強（
東
洋
建
設
） 

１
億
５
２
２
５
万
円 

落
札
率
73
・
79
％ 

・
錦
田
中
耐
震
補
強（
小
野
建
設
） 

１
億
５
５
４
０
万
円 

落
札
率
83
・
38
％ 

◎
11
市
町
と
の
戸
籍
・
証
明

書
当
の
事
務
委
託
を
追
加 

◎
6
月
15
日
か
ら
18
日 

一
般
質
問
、
１
７
人
が
質
問 

６
月
９
日
～
６
月
２
３
日 

三
島
市
議
会
６
月
議
会
報
告
！ 

 

沼
津
鉄
道
高
架
橋
事
業 

土
地
の
強
制
収
用
は
可
能
な
の
か
？ 

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は
、
都
議

選
と
と
も
に
こ
の
選
挙
は
「
次

期
衆
院
選
の
前
哨
戦
」
と
位
置

付
け
ら
れ
、
名
古
屋
、
さ
い
た

ま
、
千
葉
市
に
続
い
て
野
党
は

勝
利
し
、
次
期
衆
院
選
に
向
け
、

政
権
交
代
の
流
れ
は
決
定
的
と

な
っ
た
。 

民
主
党
側
は
支
持
層
の

分
裂
懸
念
を
抱
え
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で

も
坂
本
氏
が
敗
れ
た
こ
と

で
、
与
党
内
で
麻
生
首
相
の

責
任
論
が
浮
上
す
る
の
は

必
至
だ
。 

 

06
年
、
政
府
の
教
育
再
生

会
議
委
員
。
07
年
、
石
川

知
事
が
理
事
長
を
勤
め
る

静
岡
文
化
芸
術
大
学
（
公
設

民
営
）
に
招
か
れ
学
長
に
就

任
。
新
し
い
歴
史
教
科
書
を

つ
く
る
会
賛
同
者
、
「
美
し

い
国
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
企
画
会
議
委
員
等
を
歴

任
、
経
歴
か
ら
は
「
改
憲
派
」

と
見
ら
れ
る
。 

選
挙
戦
で
は
、行
政
改
革
、

教
育
改
革
を
訴
え
、
「
天
下

り
を
な
く
し
、
徹
底
し
た
情

報
公
開
」
「
静
岡
に
日
本
の

理
想
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か

け
て
い
た
が
、
具
体
的
な
政

策
の
中
身
は
余
り
見
え
な

か
っ
た
。 

 

い
ち
早
く
立
候
補
表
明
し
て

い
た
海
野
氏
に
と
っ
て
、
不
発

に
終
わ
る
か
に
見
え
た
民
主
党

独
自
候
補
擁
立
は
大
き
な
打
撃

で
あ
っ
た
。
元
々
前
々
回
の
知

事
選
で
、
民
主
党
の
強
力
な
支

持
団
体
で
あ
る
連
合
静
岡
と
の

間
に
空
港
問
題
で
深
い
溝
が
で

き
、
海
野
氏
へ
の
民
主
党
推
薦

に
は
無
理
が
あ
り
、
民
主
県
連

も
独
自
候
補
擁
立
に
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
こ
だ
わ
っ
た
経
緯
が
あ

る
。 川

勝
氏
は
京
都
府
出
身
、

現
住
所
は
長
野
県
軽
井
沢
。

早
稲
田
大
学
教
授
を
経
て
、

98
年
、
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授
。
04
年
、

総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。 

 

 

こ
の
知
事
選
に
お
い
て
民
主
党

は
独
自
候
補
擁
立
に
難
航
し
、
二
転

三
転
の
挙
句
、
投
票
日
１
ケ
月
前
に

や
っ
と
川
勝
氏
の
擁
立
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
そ
れ
も
５
月
末
ま
で
、
本
人

は
、
出
馬
は
１
０
０
％
無
い
と
明
言

す
る
中
で
の
擁
立
で
あ
っ
た
。 

 

出
馬
決
定
後
も
、
元
民
主
党
の
海

野
氏
と
の
競
合
で
は
自
公
推
薦
の

坂
本
氏
に
は
勝
ち
目
が
な
い
と
し

て
、
候
補
の
一
本
化
に
民
主
中
央
が

動
い
た
が
、
そ
の
動
き
は
失
敗
し
た

ま
ま
選
挙
戦
に
突
入
し
た
。 

 

遅
れ
た
が
、
民
主
党
が
全
面

支
援
。
鳩
山
由
代
表
や
岡
田

幹
事
長
ら
同
党
幹
部
が
相

次
い
で
応
援
に
駆
け
つ
け
、

「
政
権
交
代
」
の
イ
メ
ー
ジ

と
連
動
さ
せ
る
戦
術
で
支

持
を
集
め
た
。 

 

過
去
の
知
事
選
で
は
空
港
建

設
の
是
非
が
問
わ
れ
た
が
、
６

月
に
開
港
し
た
こ
と
で
政
策
上

の
際
立
っ
た
争
点
が
見
え
に
く

く
な
り
、
衆
院
選
の
行
方
を

占
う
「
自
公
対
民
主
」
の
与

野
党
対
決
に
注
目
が
集
ま

っ
た
。 

 
川勝 平太氏 

沼津市 13,986 15.3% 35,444 38.7% 38,717 42.3% 3,391 3.7% 91,538
熱海市 1,474 8.3% 7,087 39.7% 8,419 47.2% 850 4.8% 17,830
三島市 6,974 12.5% 20,763 37.1% 26,287 47.0% 1,892 3.4% 55,916
伊東市 2,625 8.2% 13,114 40.9% 14,755 46.0% 1,578 4.9% 32,072
御殿場市 5,489 14.2% 13,052 33.7% 19,012 49.1% 1,191 3.1% 38,744
裾野市 3,426 13.6% 10,514 41.8% 10,548 41.9% 674 2.7% 25,162
伊豆市 2,070 10.7% 5,838 30.2% 10,832 56.1% 572 3.0% 19,312
伊豆の国市 2,661 11.0% 8,576 35.5% 12,031 49.8% 898 3.7% 24,166
清水町 1,999 13.4% 5,821 39.1% 6,530 43.9% 522 3.5% 14,872
長泉町 2,609 13.6% 8,284 43.0% 7,690 39.9% 670 3.5% 19,253

開票区名 得票数計
海野 川勝

無所属 無所属
坂本

日本共産党無所属
平野 県

東
部
市
町
の
得
票
結
果 


